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Ⅰ
．
研
究
目
的

ギ
リ
シ
ャ
劇
を
素
材
に
し
た
舞
台
芸
術
作
品
が
、
世
界
中
で
数
多

く
上
演
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
女
性
の
地
位
が
低
い
古
代
ギ
リ

シ
ャ
に
お
い
て
、
男
性
作
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
演
劇
作
品
の
中
に

は
、
女
性
蔑
視
的
な
表
現
や
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
た
女
性
像
を
含

む
も
の
も
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
は
、
ギ
リ
シ
ャ
劇
の
上
演
の
現
状

を
地
域
・
年
代
別
に
比
較
研
究
す
る
こ
と
で
、
ギ
リ
シ
ャ
劇
の
現
代

に
お
け
る
上
演
（
以
後
現
代
上
演
と
表
記
）
の
潮
流
を
明
ら
か
に
し
、

女
性
表
象
の
変
化
と
残
存
す
る
問
題
点
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

Ⅱ
．
研
究
方
法
と
経
過

ギ
リ
シ
ャ
劇
の
現
代
上
演
の
現
状
や
そ
の
内
容
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的

観
点
か
ら
批
判
的
に
検
討
し
た
（
文
献
調
査
・
上
演
分
析（

１
））。

ま
た
、
ギ

リ
シ
ャ
悲
劇
研
究
家
、
翻
訳
家
の
山
形
治
江
教
授
や
、
実
際
に
ギ
リ

シ
ャ
劇
の
上
演
を
行
っ
て
い
る
、
清
流
劇
場
代
表
、
演
出
家
の
田
中

孝
弥
氏
、
元
劇
団
津
演
劇
団
員
、
橋
本
潤
子
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
、
上
演
の
実
態
を
取
材
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
や
問
題
を
含
ん
だ
台
詞
の
処
理
等
に
つ
い
て
考
察

し
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
っ
た
作
品
制
作
を
行
っ
た
。
理
論

の
み
な
ら
ず
、
実
践
を
通
じ
て
問
題
点
を
検
証
し
、
ギ
リ
シ
ャ
劇
に

お
け
る
女
性
蔑
視
表
現
に
関
す
る
具
体
的
な
解
決
策
を
示
す
こ
と
を

目
指
し
た
。

Ⅲ
．
研
究
成
果

Ⅲ
．１
．世
界
・
日
本
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
劇
現
代
上
演
の
状
況
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー

世
界
、
特
に
西
欧
諸
国
で
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
や
古
典
主
義
の
影
響

■
令
和
二
年
度
「
学
部
学
生
に
よ
る
自
主
研
究
奨
励
事
業
」
優
秀
賞
受
賞
研
究

ギ
リ
シ
ャ
劇
に
お
け
る
女
性
蔑
視
表
現
と
現
代
上
演
に
お
け
る
そ
の
解
決

安
川
　
奈
那

■演劇学論叢第21号.indb   76■演劇学論叢第21号.indb   76 2022/03/03   10:38:232022/03/03   10:38:23



77 76

か
ら
、
一
六
世
紀
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
劇
の
復
興
か
ら
オ
ペ
ラ
が
生
ま

れ
た
り
、
翻
訳
・
翻
案
劇
の
上
演
が
始
ま
っ
た
り
し
て
い
た（

２
）。

五
〇

〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
西
欧
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
劇
上
演
だ
が
、

上
演
が
増
加
し
、
多
様
化
し
た
の
は
、
現
代
的
政
治
性
が
見
出
さ

れ
、
反
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
の
素
材
と
な
っ
た（

３
）一

九
六
〇
年
以
降
で
あ

る
（
図
１
参
照（

４
））。

ま
た
、
二
〇
世
紀
後
半
に
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運

動
の
進
展
を
背
景
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
関
し
て
明
確
な
方
向
性

を
持
っ
た
古
代
劇
の
翻
案
作
品
が
急
激
に
増
加
し
た（

５
）。

日
本
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
劇
の
上
演
は
、
戦
前
は
三
例（

６
）の

み
で
、

一
九
五
〇
年
代
に
本
格
的
に
始
ま
る
（
図
２
参
照（

７
））。

中
心
的
な
担
い

手
は
、
①
少
数
の
新
劇
系
劇
団
、
東
京
大
学
ギ
リ
シ
ヤ
悲
劇
研
究
会

に
よ
る
上
演
（
一
九
五
一
―
一
九
七
〇
）
②
蜷
川
幸
雄
・
鈴
木
忠
志
に

よ
る
上
演
（
一
九
七
一
―
二
〇
〇
〇
）
③
ク
・
ナ
ウ
カ
、
山
の
手
事
情

社
等
、
多
様
な
劇
団
に
よ
る
上
演
（
二
〇
〇
一
―
）
と
変
遷
す
る
。
西

洋
で
の
上
演
と
比
較
す
る
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
中
心
的
テ
ー
マ
と
し
た

上
演
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
女
性
演
出
家
に
よ
る
ギ
リ
シ
ャ
劇

上
演
も
、
一
九
六
七
年
に
劇
団
民
藝
で
渡
辺
浩
子
が
「
エ
レ
ク
ト

ラ
」
を
演
出
し
て
い
る
も
の
の
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
な
ら
な
い

と
本
格
的
に
は
始
ま
ら
ず
、
数
も
少
な
い
。
内
容
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

表
象
に
問
題
を
含
む
作
品
の
翻
案
・
上
演
で
は
な
く
、
戦
争
の
犠
牲

に
な
る
女
性
の
悲
哀
や
、
女
性
の
力
強
さ
を
描
い
た
作
品
の
上
演
が

多
い
。
こ
の
傾
向
の
要
因
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
劇
に
難
解
、
荘
厳
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
西
欧
に
比
べ
て
背
景
や

前
提
と
な
る
情
報
が
広
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
自
由
な
翻
案
・
演
出

が
理
解
さ
れ
づ
ら
い
こ
と
や
、
ギ
リ
シ
ャ
劇
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に

関
心
を
持
つ
女
性
演
出
家
が
少
な
い
と
い
う
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
岸
田
國
士
戯
曲
賞
を
受
賞
し
た
、
市
原
佐
都
子
作
・
演
出

『
バ
ッ
コ
ス
の
信
女
―
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
雌
』（
二
〇
一
九
）
は
、
ギ

リ
シ
ャ
劇
の
形
式
を
用
い
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
性
・
生
殖
を
テ
ー
マ

と
す
る
作
品
だ
。
古
代
で
の
男
性
の
み
に
よ
る
上
演
の
ミ
ラ
ー
リ
ン

グ
と
し
て
、
全
役
女
性
に
し
て
い
る
。
瀬
戸
山
美
咲
作
、
杉
原
邦
生

演
出
『
オ
レ
ス
テ
ス
と
ピ
ュ
ラ
デ
ス
』（
二
〇
二
〇
）
は
、
ギ
リ
シ
ャ
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図１　世界のギリシャ劇初演作品数（注４）
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劇
形
式
の
新
作
で
、
台
詞
の
一
部
で
「
オ
レ
ス
テ
イ
ア
」
の
母
殺
し

へ
の
疑
問
が
示
さ
れ
た
。
日
本
の
現
状
で
は
、
女
性
演
出
家
に
よ
る

上
演
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
上
演
は
少
な
い
が
、
今
後

新
進
の
女
性
演
劇
人
達
か
ら
も
、
ギ
リ
シ
ャ
劇
の
翻
案
・
上
演
が
増

加
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

Ⅲ
．２
．古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
女
性
蔑
視
と
「
オ
レ
ス
テ
イ
ア
」

古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
特
に
劇
が
上
演
さ
れ
て
い
た
ア
テ
ナ
イ
女
性
の

地
位
は
非
常
に
低
く
、
男
性
に
比
べ
て
様
々
な
権
利
が
制
限
さ
れ
て

い
た（

８
）。

劇
作
品
も
全
て
男
性
作
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
お
り
、
神
話

を
基
に
し
た
強
い
・
自
立
し
た
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
一
方
、
女
性

蔑
視
的
な
表
現
や
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
た
女
性
登
場
人
物
も
見
ら

れ
る
。

本
研
究
で
扱
う
、
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
『
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
』『
コ

エ
ー
ポ
ロ
イ
（
供
養
す
る
女
た
ち
）』『
エ
ウ
メ
ニ
デ
ス
（
慈
み
の
女
神
た

ち
）』
の
オ
レ
ス
テ
イ
ア
三
部
作
（
前
四
五
八
年
初
演
）
は
、
上
演
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
の
工
夫
を
検
討
す
る
の
に
最
適
で
あ
る
と
考

え
る
。
何
故
な
ら
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
に
よ
る
夫
ア
ガ
メ
ム

ノ
ン
殺
し
、
そ
の
息
子
オ
レ
ス
テ
ス
に
よ
る
母
殺
し
と
そ
の
罪
を
ど

う
裁
く
か
が
描
か
れ
、
母
親
は
親
で
は
な
い
と
い
う
問
題
の
台
詞
や

否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し
た
女
性
表
象
が
見
ら
れ
る
か
ら
だ
。

今
回
は
、
特
に
以
下
の
三
点
の
問
題
に
着
目
し
て
現
代
上
演
を
分
析

す
る
。

① 

女
性
登
場
人
物
四
人
の
描
写

女
性
に
男
性
と
比
べ
て
否
定
的
な
印
象
が
付
与
さ
れ
て
い
る�

（
表
１
参
照（

９
））。

ま
た
、
様
々
な
男
性
視
点
か
ら
の
女
性
像
が
描
か
れ

る
。
例
え
ば
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
＝
母
、
権
力
者
、
イ
フ
ィ

ゲ
ネ
イ
ア
＝
戦
争
の
た
め
、
犠
牲
に
な
る
少
女
（
言
及
の
み
）、
カ
ッ

サ
ン
ド
ラ
＝
異
国
の
王
女
、
戦
時
捕
虜
、
エ
レ
ク
ト
ラ
＝
父
親
を
特

別
視
、「
待
つ
女
」
等
だ
。

② 「
母
親
は
親
で
は
な
い
」
と
い
う
問
題
の
台
詞
の
処
理

ア
ポ
ロ
ー
ン	

～
い
わ
ゆ
る
母
と
呼
ば
れ
る
者
は
子
の
親
で
は

な
い
。
あ
ら
た
に
植
え
つ
け
ら
れ
た
子
種
の
養
い
手
な
の
だ
。

表１　男と女のイメージの対照表
男性 女性

アポロン エリニュエス
オリュンポス（天上）クトーン（地下）
束縛（意思） 被束縛（運命）
結婚（非血縁） 血縁
父 母
法（法廷） 祭式（祭壇）
意図 行動
奇数（三・三部作） 偶数（二・同罪法）
中心 境界（辺境・内奥）
ギリシア的 バルバロス的
都市・文化 家・自然
未来（若） 過去（老）
秩序・規律 混沌・気まま
頭・ファロス 腹・子宮
能動的 受動的
想像 豊穣
分別 無分別（官能）
明・生・上 暗・死・下
明瞭（率直な話し方）不明瞭（謎）
知性（父性・推論） 感性（母性・表現）
肯定的 否定的
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親
と
い
う
の
は
種
を
植
え
つ
け
る
役
の
者
を
い
う
。
…
（
六
五

八
行
～（

（1
（

）

ア
ポ
ロ
ン
は
上
記
の
台
詞
を
言
い
、
こ
の
理
屈
に
納
得
し
た
ア
テ

ナ
女
神
が
オ
レ
ス
テ
ス
に
投
票
す
る
こ
と
で
、
彼
の
母
親
殺
し
は
無

罪
に
な
る
。
当
時
の
観
客
が
詭
弁
と
捉
え
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い

が
、
明
ら
か
な
女
性
蔑
視
的
発
言
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
投
票
を
左

右
す
る
台
詞
で
あ
る
た
め
、
省
略
も
難
し
く
、
演
出
的
工
夫
が
求
め

ら
れ
る
。

③ 

オ
レ
ス
テ
ス
や
家
父
長
制
社
会
の
描
写

母
権
的
社
会
か
ら
父
権
社
会
へ
の
移
行
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る

と
も
言
わ
れ（

（1
（

、
家
父
長
制
社
会
の
乗
っ
取
り
が
主
題
の
一
つ
で
あ
る

と
し
て
シ
モ
ー
ヌ
・
ド
・
ボ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ル
や
ケ
イ
ト
・
ミ
レ
ッ
ト

ら
の
多
く
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
批
評
家
の
分
析
・
批
評
の
対
象
に
な
っ

て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
母
殺
し
の
担
い
手
、
ア
ポ
ロ
ン
の
庇
護
を
受
け
る

も
の
と
し
て
、
オ
レ
ス
テ
ス
も
特
徴
的
だ
。
今
回
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研

究
で
あ
る
た
め
、
男
性
表
象
に
も
着
目
し
て
論
じ
て
い
く
。

Ⅲ
．３
．世
界
で
の
「
オ
レ
ス
テ
イ
ア
」
現
代
上
演
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ま
ず
、
世
界
で
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
主
題
と
し
た
「
オ
レ
ス
テ
イ

ア
」
上
演
の
進
展
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
マ
ー
サ
・
グ
レ
ア
ム
の

『
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
』（
一
九
五
九
）
も
女
性
の
苦
境
に
焦
点

を
当
て
た
作
品
だ
っ
た
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
の
進
展
に
影
響
を

受
け
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
オ
レ
ス
テ
イ
ア
」
の
上

演
は
主
に
一
九
八
〇
年
代
に
始
ま
る
。
初
期
の
作
品
と
し
て
は
、
母

権
制
と
父
権
制
の
闘
争
を
主
題
と
し
た
ピ
ー
タ
ー
・
ホ
ー
ル
演
出
、

ト
ニ
ー
・
ハ
リ
ソ
ン
作
（
一
九
八
一
）『
オ
レ
ス
テ
イ
ア
』
や
「
エ
ウ

メ
ニ
デ
ス
」
の
脚
本
を
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
エ
レ
ー
ヌ
・
シ
ク
ス
ー
が

務
め
た
、
ア
リ
ア
ン
ヌ
・
ム
ヌ
ー
シ
ュ
キ
ン
演
出
（
一
九
九
〇
）『Les 

A
trides

』
が
代
表
的
だ
。
近
年
で
も
、
三
人
の
女
性
俳
優
を
起
用

し
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
中
心
主
題
と
し
て
描
い
た
、
ケ
リ
ー
・
フ
ラ

ン
プ
ト
ン
演
出
（
二
〇
一
九
）
の
上
演
や
、
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
祭
に
お

け
る
、
三
人
の
女
性
演
出
家
の
上
演
（
二
〇
一
九
）
な
ど
、
様
々
な

試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

世
界
で
の
「
オ
レ
ス
テ
イ
ア
」
上
演
に
見
ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的

工
夫
を
挙
げ
る
。
①
「
女
性
登
場
人
物
の
描
写
」
に
関
し
て
は
、
強

さ
が
強
調
さ
れ
る
。
特
に
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
に
顕
著
で
、

『Les A
trides

』（
一
九
九
〇
）
で
は
、「
女
性
と
し
て
の
差
異
」
が
探

求
さ
れ
た
第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
、
強
い
女
性
で
あ

る
か
ら
男
性
的
に
な
る
の
で
は
な
く
、
女
性
と
し
て
の
異
な
る
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
よ
う
に
描
か
れ
た（

（1
（

。
ま
た
、
女
性
登

場
人
物
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
役
割
が
変
化
・
増
大
す
る
場
合
が
あ

る
。
例
え
ば
、
イ
フ
ィ
ゲ
ネ
イ
ア
が
、
犠
牲
シ
ー
ン
の
挿
入（

（1
（

や
、
幽

霊（
（1
（

と
い
っ
た
形
で
登
場
し
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
の
ア
ガ
メ
ム
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表 2　世界での「オレステイア」上演表（代表的な作品の一部、ジェンダー主題のもの）、安川作成
公演年 公演名 演出家 / 脚本 劇団・劇場 国 内容 特徴・主題

1911 オレステイア マックス・ラインハルト Musikfesthalle ドイツ 原作ママ 高いスペクタクル性

1958 クリュタイムネストラ マーサ・グレアム アデルフィ劇場 アメリカ 翻案・舞踊 ダンス作品、女性の苦境に焦点

1980 オレステイア ペーター・シュタイン シャウビューネ ドイツ ほぼ原作 現代的要素、政治的メッセージ

1981 オレステイア ピーター・ホール /トニー・ハリソン ナショナルシアター イギリス ほぼ原作 古代様式、母権と父権の対立

1990 アトレウス家 アリアンヌ・ムヌーシュキン・エレーヌ・シクスー 太陽劇団 フランス ほぼ原作 アジアの伝統芸能を用いる

1999 オレステイア ケイティ・ミッチェル / テッド・ヒューズ コテスロー劇場 イギリス ほぼ原作 戦争主題、映像を用いた演出

2003 モローラ - 灰 - ヤエル・ファーバー マーケット劇場 南ア 翻案（大） 真実和解委員会、復讐心の浄化

2015 オレステイア アデル・トーマス / ローリー・マラキー グローブ座 イギリス ほぼ原作 金色のファロスで家父長制表現

2016 The Restless House ドミニク・ヒル / ジニー・ハリス グラスゴー市民劇場 スコットランド 翻案（大） 女性に焦点、精神病院舞台

2019 オレステイア ケリー・フランプトン splendid productions イギリス 再構成 女性三人、フェミニズムを意識

2019 オレステイア イオ・ウルガラーキ / リリー・メレメ/
ヨルギア・マヴラガーニ

ギリシャ国立劇場 /
エピダウロス劇場 ギリシャ 原作ママ 女性演出家の共同制作

2019 オレステイア マイケル・カーン/ エレン・マクラフリン シェイクスピア劇団 イギリス 翻案（小） 真実和解委員会、暴力・復讐

表 3　オレステイア関連作品上演年表（網掛け＝女性作家）、安川作成
初演日 作品名 原作 演出家 訳者・作者 内容 主催・劇団 劇場

（1927/5/4）エウメニデス（計画のみ）エウメニデス 山根邦夫 村松正俊 原作ママ？ 生活者演劇部 築地小劇場

1961/6/3 アガメムノーン アガメムノン 高橋武雄 東京大学ギリシア悲劇
研究会 原作ママ 東京大学ギリシア悲劇

研究会 日比谷野外音楽堂

1972/7/4 アガメムノーン アガメムノン 渡辺守章 渡辺守章 原作ママ 冥の会 紀伊國屋ホール

1975/2/4
復讐する女たち―ギリシア
古代悲劇に取材する死と
再生の物語―

オレステイア，
エレクトラ，へカベ，
トロイアの女

石澤秀二 石澤秀二 翻案 桐朋学園芸術短期大学 俳優座劇場

1976/11/14 オレステイア オレステイア 宮島春彦 作曲：
ヤニス・クセナキス 翻案 ･オペラ（財）舞台芸術センター 日生劇場

1983/12/2 悲劇
～アトレウス家の崩壊～

オレステイア，
エレクトラ 鈴木忠志 鈴木忠志 再構成 帝国劇場 帝国劇場

1985/11/22 王妃クリテムネストラ オレステイア，
エレクトラ 鈴木忠志 鈴木忠志 再構成 SCOT T2 スタジオ

1990/8/25 女たち アガメムノン，
コエーポロイ 橋本潤子 呉茂一 ほぼ原作 劇団津演 東員町

総合文化センター
1996/2/21 オレスティア三部作 オレステイア 岩淵達治 岩淵達治 ほぼ原作 桐朋学園芸術短期大学 俳優座劇場

1996/8/31 慈みの女神たち 慈みの女神たち 小林志郎 ？ ユニヴァーシティ・
ウィッツ

彩の国さいたま
芸術劇場小ホール

2001/9/27 オレステイア
鏡よ九月の卵たちよ オレステイア 千賀ゆう子 千賀ゆう子＋関井稔也 ほぼ原作 千賀ゆう子企画 こまばエミナース

2003/12/21 オレステイア オレステイア 日田一郎 ほぼ原作 劇団ペルソナ館 前橋市民文化会館
小ホール

2004/7/15 エレクトラ
（エレクトラ三部作 2 話） コエーポロイ YOUYA 笠松泰洋 ほぼ原作？ 王子ホール

2005/6/4 慈みの女神たち 慈みの女神たち 平松れい子 ほぼ原作 Ms.NO TONE 舞台芸術公園屋内
ホール「楕円堂」

2006/2/14 モローラー灰 オレステイア ヤエル・ファーバー ヤエル・ファーバー 翻案 神奈川県立青少年
センターホール

2007/9/14 エウメニデス 慈みの女神たち ルティ･カネル 谷川渥 ほぼ原作 シアター X シアター X

2007/9/20 アルゴス坂の白い家 オレステイア 鵜山仁 川村毅 翻案 新国立劇場 新国立劇場中劇場

2010/12/22 蛇ヲ産ム オレステイア，
エレクトラ 屋代秀樹 屋代秀樹 翻案 日本のラジオ 渋谷 gallery LE 

DECO3

2012/8/31 オレステイア オレステイア ラ･フラ･
デルス･バウス

作曲：
ヤニス・クセナキス 翻案 ･オペラ サントリー芸術財団 サントリーホール

大ホール

2012/12/16 オレステイア オレステイア 魚々屋清兵衛 ほぼ原作 劇団ペルソナ館 前橋市民文化会館
小ホール

2016/11/11 ひとりギリシア悲劇
コエーポロイ 供養する女たち 佐藤二葉 佐藤二葉 原作 赤坂 CHANCE シア

ター

2017/2/9 アトレウス オレステイア，
タウリケ 船岩裕太 船岩裕太 再構成 演劇集団砂地 吉祥寺シアター

2017/4/14 エレクトラ
オレステイア，エレク
トラ，イピゲネイア，
オレステス

鵜山仁 笹部博司 再構成 りゅーとぴあ 世田谷パブリック
シアター

2017/5/13 ひとりギリシア悲劇
アガメムノン アガメムノン 佐藤二葉 佐藤二葉 原作 コミュニティハウス

Viridian

2019/6/6 オレステイア オレステイア，
タウリケ 上村聡史 ロバート ･ アイク/

平川大作訳 翻案 新国立劇場 新国立劇場
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ノ
ン
殺
害
の
動
機
や
戦
争
に
よ
る
少
女
の
犠
牲
を
強
調
す
る
。
ま

た
、
原
作
で
は
「
待
つ
女
」
と
い
う
印
象
で
あ
る
エ
レ
ク
ト
ラ
が
、

ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
「
エ
レ
ク
ト
ラ
」
の
よ
う
に
、
復
讐
の
実
行
手
と
し

て
描
か
れ
る（

（1
（

。
②
「『
母
親
は
親
で
は
な
い
』
と
い
う
問
題
の
台
詞

の
処
理
」
に
関
し
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ
で
の
上
演
を
中
心
に
、
省
略
さ

れ
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
の
代
わ
り
、
裁
判
が
男
性
中
心
に
進
め
ら

れ
家
父
長
制
の
社
会
だ
か
ら
無
罪
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
示
さ

れ
た
り（

（1
（

、
無
罪
に
な
っ
て
も
本
質
的
な
問
題
が
解
決
し
な
い
と
示
さ

れ
た
り
す
る
。
③
「
オ
レ
ス
テ
ス
や
家
父
長
制
社
会
の
描
写
」
に
関

し
て
は
、
②
で
言
及
し
た
裁
判
で
の
描
写
や
美
術
で
の
工
夫（

（1
（

に
加

え
、
男
性
の
コ
ロ
ス
が
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
を
軽
視
し
た
り
、

む
し
ろ
オ
レ
ス
テ
ス
も
家
父
長
制
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
描
か
れ
た
り

す
る（

（1
（

。
ま
た
、
配
役
で
は
、
前
述
の
ピ
ー
タ
ー
・
ホ
ー
ル
（
一
九
八

一
）
が
、
男
性
優
位
社
会
が
現
在
も
解
決
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示

す
た
め
、
古
代
と
同
様
に
、
一
六
人
の
俳
優
全
員
に
男
性
を
登
用
し

た
が
、
批
判
を
集
め
た（

（2
（

。

Ⅲ
．４
．日
本
に
お
け
る「
オ
レ
ス
テ
イ
ア
」現
代
上
演
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

Ⅲ
．４
．１
．女
性
演
出
家
に
よ
る
上
演
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
の
工
夫

表
３
を
概
観
す
る
と
、
女
性
演
出
家
に
よ
る
上
演
が
非
常
に
少
な

い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
単
作
で
は
な
い
上
演
は
、
橋
本
潤
子
演
出

『
女
た
ち
』（
一
九
九
〇
）
と
千
賀
ゆ
う
子
演
出
『
オ
レ
ス
テ
ィ
ア
―

鏡
よ
九
月
の
卵
た
ち
よ
―
』（
二
〇
〇
一
）
の
二
作
品
の
み
だ
。
ま
た
、

「
エ
ウ
メ
ニ
デ
ス
」
の
上
演
は
、
平
松
れ
い
子
（
二
〇
〇
五
）、
ル

テ
ィ
・
カ
ネ
ル
（
二
〇
〇
七
）
の
二
作
品
の
み
だ
。
以
下
二
作
の
内

容
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
の
工
夫
を
紹
介
し
、
女
性
演
出
家
に
よ
る
上

演
を
再
評
価
す
る
。

・
橋
本
潤
子
演
出
『
女
た
ち
』（
一
九
九
〇
）
劇
団
津
演（

（2
（

（
九
〇
年
全
日

本
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｉ
Ｎ
三
重
参
加
）

女
性
演
出
家
に
よ
る
ギ
リ
シ
ャ
劇
上
演
が
始
ま
る
一
九
九
〇
年
代

初
期
の
作
品
だ
。
上
演
時
間
の
関
係
と
、
オ
レ
ス
テ
ス
を
無
罪
に
し

な
い
と
い
う
意
図
か
ら
、「
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
」、「
コ
エ
ー
ポ
ロ
イ
」

の
み
で
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
、
カ
ッ
サ
ン
ド
ラ
、
エ
レ
ク
ト

ラ
の
三
人
の
女
性
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
簡
素
な
衣
装
と

舞
台
装
置
で
、
総
勢
一
五
人
ほ
ど
の
コ
ロ
ス
の
歌
唱
に
重
点
が
置
か

れ
た
。
配
役
と
し
て
は
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
・
カ
ッ
サ
ン
ド

ラ
は
男
性
俳
優
に
、
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
は
女
性
俳
優
に
よ
り
演
じ
ら
れ

た
。
橋
本
氏
に
は
、
性
格
に
基
づ
い
た
当
て
役
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表

象
的
工
夫
の
意
図
は
な
か
っ
た
が
、
観
客
に
は
工
夫
に
感
じ
ら
れ
た

だ
ろ
う
。
女
性
蔑
視
の
社
会
を
背
景
に
し
て
見
え
て
く
る
、
女
が
持

つ
悲
劇
性
・
女
性
の
運
命
に
焦
点
を
当
て
た
上
演
が
目
指
さ
れ
た（

（2
（

。

・
平
松
れ
い
子
演
出
『
慈
み
の
女
神
た
ち
』（
二
〇
〇
五
）M

s. N
O

 
T

O
N

E
（Shizuoka

春
の
芸
術
祭
二
〇
〇
五
参
加
）

「
犯
罪
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
ギ
リ
シ
ャ
劇
上
演
が
多
数
行
わ
れ
た
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芸
術
祭
で
の
上
演
。
裁
判
劇
で
、「
母
親
は
親
で
は
な
い
」
と
い
う

問
題
の
台
詞
が
む
し
ろ
強
調
さ
れ
た
。
更
に
、
復
讐
の
女
神
た
ち
が

一
旦
は
ア
テ
ナ
の
懐
柔
を
受
け
入
れ
る
も
、
祝
杯
を
挙
げ
た
手
が
震

え
て
し
ま
う
演
出
や
、
最
後
、
女
性
が
男
性
中
心
社
会
を
転
覆
さ
せ

る
こ
と
の
示
唆
と
し
て
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
が
オ
レ
ス
テ
ス

を
殺
害
す
る
シ
ー
ン
が
追
加
さ
れ
た（

（2
（

。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
中
心
的
な
主
題
で
は
な
い
が
、
ど
ち
ら
も
、
女
性

の
登
場
人
物
に
焦
点
を
当
て
る
、
オ
レ
ス
テ
ス
の
無
罪
を
省
略
も
し

く
は
結
末
に
変
更
を
加
え
る
、
俳
優
と
役
の
性
別
を
変
え
る
等
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
女

性
演
出
家
の
上
演
で
は
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
な
問
題
意
識
が
見
ら
れ
る
。

Ⅲ
．４
．２
．残
存
す
る
問
題
点
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
の
可
能
性

女
性
演
出
家
に
よ
る
上
演
が
少
な
い
現
状
か
ら
、
日
本
に
お
け
る

有
名
で
代
表
的
な
「
オ
レ
ス
テ
イ
ア
」
上
演
例
の
多
く
が
男
性
作
家

の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
に
配
慮
は
見
ら
れ

る
も
の
の
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
残
し
て
い
る
。
①
「
女
性
登
場
人

物
の
描
写
」
に
関
し
て
は
、
世
界
の
上
演
と
共
通
す
る
工
夫
と
し

て
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
や
エ
レ
ク
ト
ラ
に
焦
点
を
当
て
た
上

演
や
イ
フ
ィ
ゲ
ネ
イ
ア
の
犠
牲
の
場
面
の
挿
入（

（2
（

等
が
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
現
代
の
感
覚
に
基
づ
い
て
、
母
性
、
嫉
妬
、
情
念
と
い
っ
た

古
代
か
ら
続
く
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
更
に
強
調
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
鈴
木
忠
志
『
悲
劇
～
ア
ト
レ
ウ
ス
家
の
崩
壊
～
』（
一
九
八
三
）

で
は
、
白
石
加
代
子
演
じ
る
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
が
そ
の
よ
う

な
情
念
的
な
、
恐
ろ
し
い
姿
で
描
か
れ
た
。
ま
た
上
村
聡
史
演
出
、

ロ
バ
ー
ト
・
ア
イ
ク
版
『
オ
レ
ス
テ
イ
ア
』（
二
〇
一
九
）
で
は
、
ク

リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
が
夫
殺
し
に
性
的
興
奮
を
覚
え
て
い
る
よ
う

な
演
出
が
さ
れ
、
製
作
者
側
の
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

更
に
、
鵜
山
仁
演
出
『
エ
レ
ク
ト
ラ
』（
二
〇
一
七
）
で
は
、
終
結
部

で
エ
レ
ク
ト
ラ
が
、
ア
ポ
ロ
ン
の
お
告
げ
に
従
い
、
子
供
を
産
み
、

素
晴
ら
し
い
国
を
創
ろ
う
と
い
う
母
性
信
仰
的
な
宣
言
を
し
、
多
く

の
不
評
を
集
め
た
よ
う
だ（

（2
（

。
②
「『
母
親
は
親
で
は
な
い
』
と
い
う

問
題
の
台
詞
の
処
理
」
に
関
し
て
は
、
鈴
木
（
一
九
八
三
）
で
は
そ

の
ま
ま
ア
ポ
ロ
ン
の
台
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

後
の
多
数
の
翻
案
作
品（

（2
（

で
は
省
略
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
台
詞
は

平
松
（
二
〇
〇
五
）
で
強
調
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
省
略
す
る
こ
と

が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
と
し
て
正
し
い
と
一
概
に
は
言
え
な
い
。
③

「
オ
レ
ス
テ
ス
や
家
父
長
制
社
会
の
描
写
」
に
関
し
て
は
、
家
父
長

制
社
会
や
男
性
優
位
社
会
の
背
景
が
あ
ま
り
明
示
さ
れ
ず（

（2
（

、
課
題
を

残
し
て
い
る
。

一
方
で
、
男
性
的
に
描
写
さ
れ
、
規
範
を
逸
脱
す
る
ク
リ
ュ
タ
イ

ム
ネ
ス
ト
ラ
や
、
古
代
で
は
男
性
俳
優
の
み
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
と

い
う
配
役
形
態
か
ら
、
原
作
の
時
点
で
既
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
撹
乱
的
な

要
素
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
男
女
逆
転
の
上
演
や
、
ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
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と
し
て
の
片
方
の
性
の
み
の
上
演
等（

（2
（

の
配
役
の
工
夫
が
行
わ
れ
や
す

い
。
ま
た
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
の
み
な
ら
ず
、
翻
案
作
品
に

お
け
る
、
オ
レ
ス
テ
ス
の
描
写
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
撹
乱
的
な
特
徴
を

見
出
せ
る
。
例
え
ば
、
鵜
山
（
二
〇
〇
六
）
で
は
、
オ
レ
ス
テ
ス
が

女
性
に
性
転
換
し
、
ピ
ュ
ラ
デ
ス
と
半
分
恋
人
で
あ
る
と
公
言
す

る
。
ま
た
、
上
村
（
二
〇
一
九
）
で
は
解
離
性
障
害
で
姉
の
エ
レ
ク

ト
ラ
の
人
格
を
自
分
で
作
り
上
げ
、
女
性
の
面
を
持
つ
人
物
と
し
て

描
か
れ
た
（
ロ
バ
ー
ト
・
ア
イ
ク
版
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
上
演
も
同
様
）。
こ

れ
ら
の
作
品
の
オ
レ
ス
テ
ス
像
は
、
エ
レ
ク
ト
ラ
に
庇
護
さ
れ
、

ピ
ュ
ラ
デ
ス
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
か
ら
の
連
想
や
、
物
語
構
成
上

の
工
夫
と
い
う
面
も
あ
り
、
全
面
的
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
の
工
夫
と

は
言
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
王
家
の
嫡
男
で
、
女
性
蔑
視
的
な

発
言
を
し
、
ア
ポ
ロ
ン
に
守
護
さ
れ
る
等
、
男
性
性
が
強
く
現
出
す

る
は
ず
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、
逆
に
女
性
化
し
た
り
、
古
代
で
は
規

範
的
で
あ
っ
た
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
で
、
従
来
的
な
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ャ
ル
を
中
心
と
し
た

ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
を
撹
乱
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
配
役
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
表
象
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
撹
乱
的
な
工
夫
は
、
家
父
長
制
社

会
の
規
範
を
転
覆
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

Ⅲ
．５
．ギ
リ
シ
ャ
劇
上
演
の
実
践

文
献
調
査
か
ら
、
日
本
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
主
題
に
し
た
「
オ
レ

ス
テ
イ
ア
」
上
演
が
欧
米
に
比
べ
て
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

女
性
演
出
家
に
よ
る
上
演
も
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
研
究
成
果
の
一
つ
と
し
て
実
際
に
「
オ
レ
ス
テ
イ
ア
」
に
関
す

る
映
像
作
品
を
制
作
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
ギ
リ
シ
ャ
劇
上
演
を
年

に
一
回
行
っ
て
い
る
清
流
劇
場
の
演
出
家
、
田
中
孝
弥
さ
ん
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
ギ
リ
シ
ャ
劇
を
上
演
す
る
際
の
困
難
や
、
現

代
で
上
演
す
る
に
あ
た
っ
て
の
工
夫
に
関
し
て
、『
逃
げ
る
ヘ
レ
ネ
』

（
二
〇
二
〇
）
に
関
連
付
け
て
伺
っ
た
。

Ⅲ
．５
．１
．作
品
の
詳
細
情
報

【
キ
ャ
ス
ト
】
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
：
高
木
帆
乃
花
、
エ
レ
ク

ト
ラ
：
林
歩
美
、
イ
ピ
ゲ
ネ
イ
ア
・
ナ
レ
ー
タ
ー
：
島
崎
愛
乃
、
オ

レ
ス
テ
ス；

堀
文
乃
、
カ
ッ
サ
ン
ド
ラ
：
ユ
ジ
ヒ
ョ
ン
、
ア
ガ
メ
ム

ノ
ン
：
尾
崎
は
る
か
、
復
讐
の
女
神
：
福
島
亜
理
紗

【
ス
タ
ッ
フ
】
翻
案
・
演
出
：
安
川
奈
那
、
衣
装
・
メ
イ
ク
：
高
木

帆
乃
花
、
広
報
美
術
：
林
歩
美
、
制
作
：
島
崎
愛
乃
、
照
明
：
キ

ム
・
ド
ヨ
ン
、
小
道
具
：
尾
崎
は
る
か
、
イ
ラ
ス
ト
・
ア
ニ
メ
：
横

田
さ
く
ら
、
撮
影
：
大
阪
大
学
映
画
研
究
部

【
撮
影
場
所
】
二
一
世
紀
懐
徳
堂
ス
タ
ジ
オ
（
一
一
月
三
日
撮
影
）、
豊

中
総
合
学
館
内
模
擬
法
廷
（
一
一
月
二
四
日
撮
影
）、
安
川
宅
（
一
一
月

二
四
日
撮
影
）

【
内
容
】
有
名
な
「
オ
レ
ス
テ
イ
ア
」
を
少
女
の
犠
牲
と
し
て
の
イ
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フ
ィ
ゲ
ネ
イ
ア
、
戦
時
捕
虜
の
カ
ッ
サ
ン
ド
ラ
、
母
親
で
支
配
者
で

あ
る
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
、
復
讐
を
企
む
エ
レ
ク
ト
ラ
ら
の
女

性
や
、
家
父
長
制
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
オ
レ
ス
テ
ス
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
形
で
再
構
成
す
る
。
ま
た
、「
母
親
は
親
で
は
な
い
」

と
い
う
問
題
の
台
詞
を
強
調
、
そ
の
問
題
点
や
背
景
に
あ
る
家
父
長

制
社
会
が
浮
き
彫
り
に
な
る
よ
う
に
演
出
す
る
。

【
公
開
日
】
一
二
月
二
八
日
（https://w

w
w

.youtube.com
/w

atch?v=�

6xtgQ
x_l0aU

&
t=11s

）

Ⅲ
．５
．２
．作
品
創
作
に
お
け
る
工
夫
と
課
題

作
品
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
、
今
ま
で
日
本
で

は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
家
父
長
制
社
会
の
存
在
を
示
し
、

問
題
提
起
す
る
こ
と
目
指
し
た
。
①
「
女
性
登
場
人
物
の
描
写
」
に

関
し
て
は
、
女
性
四
人
が
場
面
ご
と
に
中
心
的
役
割
を
果
た
す
。
具

体
的
に
は
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
に
焦
点
を
当
て
、
イ
フ
ィ
ゲ

ネ
イ
ア
の
犠
牲
を
示
す
回
想
の
挿
入
し
、
エ
レ
ク
ト
ラ
を
復
讐
の
実

行
手
と
し
、
カ
ッ
サ
ン
ド
ラ
に
戦
時
捕
虜
・
被
害
者
と
し
て
の
政
治

的
意
味
を
持
た
せ
た
。
②
「『
母
親
は
親
で
は
な
い
』
と
い
う
問
題

の
台
詞
の
処
理
」
に
関
し
て
は
、
彼
が
そ
の
台
詞
を
言
い
無
罪
を
主

張
す
る
限
り
、
彼
の
い
な
い
作
品
世
界
が
ル
ー
プ
し
続
け
る
と
い
う

構
成
に
し
、
台
詞
を
強
調
し
た
。
③
「
家
父
長
制
社
会
の
描
写
」
に

関
し
て
は
、
オ
レ
ス
テ
ス
が
有
罪
に
な
る
結
末
で
、
オ
レ
ス
テ
ス
も

家
父
長
制
の
被
害
者
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
た
。
更
に
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
問
題
意
識
を
明
確
に
す
る
た
め
、
ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
と
し
て
、

全
役
女
性
キ
ャ
ス
ト
に
し
た
。
続
い
て
、「
オ
レ
ス
テ
イ
ア
」
を
作

品
と
し
て
創
作
す
る
に
あ
た
っ
て
感
じ
た
問
題
点
に
つ
い
て
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
内
容
も
踏
ま
え
つ
つ
総
括
す
る
。

（
ａ
） �

作
品
内
容
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
日
本
で
翻
案

す
る
難
し
さ
。

（
ｂ
） 

コ
ロ
ス
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
。

（
ｃ
） �

登
場
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
性
に
一
貫
性
が
な
く
、
そ

も
そ
も
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
点
。

（
ｄ
） �

衣
装
や
作
品
全
体
で
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す

る
の
が
適
切
で
あ
る
か
。

（
ａ
）
に
関
し
て
、
前
提
と
し
て
「
オ
レ
ス
テ
イ
ア
」
を
原
作
通

り
に
上
演
す
る
と
、
三
、
四
時
間
必
要
だ
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
テ
ー
マ

に
す
る
た
め
物
語
の
展
開
や
結
末
を
変
更
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
一
場
面
の
人
数
を
減
ら
し
、
短
時
間
の
も
の
に
ま

と
め
る
た
め
に
、
か
な
り
大
規
模
な
省
略
を
行
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
原
作
を
知
ら
な
い
場
合
、
そ
の
物
語
の
内
容
や
変
更
の
意
図
が

伝
わ
ら
な
い
恐
れ
が
あ
る（

（3
（

。
日
本
で
は
、
西
洋
に
比
べ
て
ギ
リ
シ
ャ

劇
や
神
話
の
内
容
が
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
前
述

の
田
中
氏
へ
の
取
材
で
は
、
ビ
フ
ォ
ア
ト
ー
ク
を
導
入
し
、
上
演
前

に
作
品
の
内
容
や
背
景
が
紹
介
し
て
い
る
こ
と
を
伺
っ
た
。
今
回

■演劇学論叢第21号.indb   84■演劇学論叢第21号.indb   84 2022/03/03   10:38:242022/03/03   10:38:24



8485

は
、
同
様
に
、
物
語
の
最
初
に
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ
、
内
容
を
説

明
し
て
か
ら
本
編
に
入
る
こ
と
と
し
た
。（
ｂ
）
に
関
し
て
は
、
田

中
氏
よ
り
、
コ
ロ
ス
の
処
理
が
最
も
困
難
で
あ
る
と
伺
っ
た
。
コ
ロ

ス
は
ギ
リ
シ
ャ
劇
の
核
と
も
さ
れ
、
舞
台
上
に
居
続
け
、
歌
唱
す

る
。
し
か
し
、
今
回
は
映
像
作
品
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
コ
ロ
ス
の

台
詞
をT

w
itter

の
ツ
イ
ー
ト
風
に
し
て
、
大
部
分
を
省
き
、
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。（
ｃ
）
に
関
し
て
は
、
強
い
女
性
で

あ
る
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
が
、
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
を
殺
し
た
後

も
、
ア
イ
ギ
ス
ト
ス
と
不
倫
を
し
て
お
り
男
性
に
依
存
し
て
い
る
こ

と
や
、
エ
レ
ク
ト
ラ
が
復
讐
を
望
み
な
が
ら
、
オ
レ
ス
テ
ス
に
そ
の

担
い
手
を
任
せ
て
し
ま
う
点
な
ど
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
な
テ
ー
マ
で

の
上
演
を
考
え
た
際
に
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
く
つ
か
の
矛
盾
を
抱

え
て
い
る
。
ま
た
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
の
不
倫
も
自
由
で
、

女
性
に
の
み
貞
節
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
れ

ば
、
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
殺
害
の
動
機
は
イ
フ
ィ
ゲ
ネ
イ
ア
の
犠
牲
・

カ
ッ
サ
ン
ド
ラ
へ
の
嫉
妬
を
理
由
に
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
観
客

を
納
得
さ
せ
る
た
め
の
無
理
な
理
由
付
け
だ
と
い
う
指
摘（

（3
（

等
も
あ
り

混
迷
を
極
め
る
。
今
作
で
は
、
ア
イ
ギ
ス
ト
ス
を
登
場
さ
せ
る
余
裕

が
な
く
、
矛
盾
を
解
決
し
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
の
人
物
像
を

深
堀
り
す
る
に
は
実
力
不
足
だ
っ
た
。（
ｄ
）
に
関
し
て
は
、
例
え

ば
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
の
衣
装
で
は
、
長
髪
で
ワ
ン
ピ
ー
ス

を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
場
合
と
、
短
髪
ま
た
は
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
で
パ

ン
ツ
を
は
い
て
い
る
場
合
と
の
二
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る（

（3
（

。
前
者

で
は
、
普
通
の
女
性
、
主
婦
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
後
者
で
は
、

力
強
さ
、
支
配
者
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
調
さ
れ
る
。
今
回
は
パ

ン
ツ
ル
ッ
ク
を
選
択
し
た
が
、
原
作
内
で
男
ら
し
い
と
評
さ
れ
る
ク

リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
や
、
現
在
の
女
性
政
治
家
の
姿
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
女
性
が
権
力
者
に
な
る
た
め
に
は
男
性
化
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
の
も
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、「
母
親
は
親
で
は

な
い
」
と
い
う
台
詞
を
省
略
せ
ず
、
問
題
意
識
と
共
に
作
品
の
中
心

と
し
て
扱
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
詭
弁
で
あ
る
も
の
を
作
品
の
中
心
と

し
て
扱
う
の
が
適
切
で
あ
る
か
、
意
図
し
た
も
の
と
逆
の
主
張
と
し

て
汲
み
取
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
も
あ
っ
た
。
画
一
的
な

正
解
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
の
、
演
出
の
難

し
さ
を
実
感
し
た
。

Ⅳ
．
ま
と
め

古
代
ギ
リ
シ
ャ
劇
を
翻
訳
・
翻
案
し
た
作
品
の
上
演
数
は
、
一
九

五
〇
年
代
よ
り
世
界
中
で
増
加
し
た
。
欧
米
に
比
べ
、
日
本
で
は
女

性
演
出
家
に
よ
る
上
演
開
始
が
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
と
遅
く
、
数

も
少
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
主
題
の
上
演
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い

な
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
オ
レ
ス
テ
イ
ア
」
は
、
女
性
登
場
人

物
の
描
写
（
①
）、「
母
親
は
親
で
は
な
い
」
と
い
う
問
題
の
台
詞
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（
②
）、
オ
レ
ス
テ
ス
や
家
父
長
制
社
会
の
描
写
（
③
）
等
、
上
演
を

行
う
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
世
界
で
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

運
動
の
進
展
に
合
わ
せ
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
主
題

と
し
た
上
演
が
始
ま
り
、
様
々
な
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
日
本
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
主
題
と
し
た
「
オ
レ
ス
テ
イ
ア
」
上

演
は
無
く
、
①
に
関
し
て
の
工
夫
は
見
ら
れ
る
も
の
の
ミ
ソ
ジ
ニ
ー

や
母
性
信
仰
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基
づ
い
た
描
写
が
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
、
問
題
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
③
に
関
し
て
は
、
直
接
的

な
工
夫
は
現
時
点
で
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
オ
レ
ス
テ

ス
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
な
描
写
や
、
男
女
逆
転
等
の
配
役
の
工
夫
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
を
撹
乱
す
る
表
現
と
し
て
解
釈
可
能
だ
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
文
献
調
査
を
基
に
実
際
に
作
品
制
作
を
行
っ
た
。
女

性
登
場
人
物
に
焦
点
を
当
て
る
（
①
）、『
母
親
は
親
で
は
な
い
』
と

い
う
台
詞
を
強
調
し
、
問
題
を
示
す
（
②
）、
家
父
長
制
社
会
の
存

在
を
明
示
す
る
（
③
）、
全
役
女
性
キ
ャ
ス
ト
に
よ
る
ミ
ラ
ー
リ
ン

グ
等
の
工
夫
を
行
っ
た
が
、
作
品
内
容
の
知
名
度
の
低
さ
に
よ
る
、

日
本
で
作
品
を
創
る
こ
と
の
難
し
さ
と
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
一
貫
性

の
な
さ
、
衣
装
の
選
択
等
の
、
正
解
の
な
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
の
難

し
さ
を
実
感
し
た
。
今
回
は
、
第
三
者
の
感
想
の
聞
き
取
り
や
議
論

に
よ
っ
て
、
創
作
し
た
作
品
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
、

よ
り
考
察
を
深
め
る
作
業
が
不
十
分
で
あ
っ
た
の
で
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

引
用
文
献

Case, Sue-Ellen. Fem
inism

 and T
heatre. Palgrave M

acm
illan, 2008.

C
hioles, John. 

“The "O
resteia" and the A

vant-G
arde: T

hree 
D

ecades of D
iscourse.

” Perform
ing A

rts Journal, V
ol. 15, N

o. 
3, Classics Contem

porary. 1993. pp.1-28.
Goldhill, Sim

on. H
ow

 to Stage G
reek T

ragedy T
oday. U

niv of 
Chicago Pr, 2007.

大
岡
淳
．「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
特
集
を
観
て
」．『
雑
誌
演
劇
人
』
二
〇
号
．
二
〇

〇
五
．

北
野
雅
弘
．「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
︱
現
代
の
上
演
の
研
究
」．
二
〇
〇
八
．

木
村
健
治
．「
日
本
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
演
劇
上
演
史
研
究
」．
二
〇

〇
五
．

久
保
雅
弘
，
橋
本
隆
夫
．「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
全
集
Ⅰ
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
」．
岩
波

書
店
，
一
九
九
〇
．

桜
井
万
里
子
．「
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
女
た
ち
―
ア
テ
ナ
イ
の
現
実
と
夢
」．
中
公

新
書
，
一
九
九
二
．

桜
井
万
里
子
，竹
村
和
子
，水
田
宗
子
．「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
と<

女
性> 

―
ジ
ェ

ン
ダ
ー
を
撹
乱
し
、
越
境
す
る
人
物
た
ち
」．『
劇
場
文
化
』．
二
〇
〇
五
．

pp. 192-221.
新
関
良
三
．「
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
・
ソ
ポ
ク
レ
ス
．ギ
リ
シ
ャ
ロ
ー
マ
演
劇
史
二
」．

東
京
堂
，
一
九
五
七
．

西
村
賀
子
．「
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
演
劇
と
現
代
日
本
」．『
文
学
』．
二
〇
一
四
．

pp. 40-53.
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三
枝
和
子
．「
男
た
ち
の
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
」．
福
武
書
店
，
一
九
九
〇
．

山
形
治
江
．「
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
作
「
オ
レ
ス
テ
ィ
ア
三
部
作
」
と
現
代
ギ
リ�

シ
ャ
「
オ
レ
ス
テ
ィ
ア
事
件
」
と
英
国
国
立
劇
場
の
「
オ
レ
ス
テ
ィ
ア
」�

公
演
」．『
演
劇
研
究
』．（
一
六
）．
一
九
九
二
．pp. 11-18.

山
形
治
江
．「
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
現
代
上
演
を
考
え
る
」．『
シ
ア
タ
ー
ア
ー
ツ
』．

二
〇
〇
七
．pp. 7-17.

山
形
治
江
．「critic 
劇
評 
現
代
版
ギ
リ
シ
ャ
劇
と
演
出
の
難
し
さ
：
新
国
立

劇
場
【
オ
レ
ス
テ
イ
ア
】
清
流
劇
場
【
ア
ル
ケ
ス
テ
ィ
ス
異
聞
】」．『
テ

ア
ト
ロ
』．（
九
六
五
）．
二
〇
一
九
．pp. 70-73.

北
村
紗
衣
．「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
を
手
際
よ
く
ま
と
め
て
い
る
が
、
最
後
は
疑
問

～
鵜
山
仁
演
出
『
エ
レ
ク
ト
ラ
』」．Com

m
entarius Saevus-hatena 

blog.

”二
〇
一
七
年
四
月
一
九
日
．<https://saebou.hatenablog.

com
/entry/20170419/p1>

．

北
村
紗
衣
「
と
に
か
く
好
み
で
な
く
て
つ
ま
ら
な
い
～
新
国
立
劇
場
『
オ
レ
ス

テ
イ
ア
』（
ネ
タ
バ
レ
）」．Com

m
entarius Saevus-hatena blog. 

二

〇
一
九
年
六
月
一
四
日
．<https://saebou.hatenablog.com

/entry/�
2019/06/14/000000>

．

（
1
）	

実
際
に
研
究
期
間
中
に
映
像
資
料
ま
た
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
た
ギ
リ

シ
ャ
劇
を
列
挙
す
る
。
田
中
孝
弥
演
出 

丹
下
和
彦
翻
訳
・
補
綴
『
逃
げ

る
ヘ
レ
ネ
』
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一
六
日
一
七
時
公
演
、
杉
原
邦
生
演

出 

瀬
戸
山
美
咲
作
『
オ
レ
ス
テ
ス
と
ピ
ュ
ラ
デ
ス
』
二
〇
二
〇
年
一
一

月
二
八
日
一
七
時
公
演
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
神
奈
川
芸
術
劇
場
、【
映
像
】
ピ
ー

タ
ー
・
ホ
ー
ル
版
『
オ
レ
ス
テ
イ
ア
』
一
九
八
一
、
ヤ
エ
ル
・
フ
ァ
ー
バ
ー

『
モ
ロ
ー
ラ
―
灰
―
』
二
〇
〇
六
、
ヤ
ニ
ス
・
ク
ヴ
ァ
ル
ダ
ス
『
オ
レ
ス

テ
イ
ア
』
二
〇
一
六
、
ケ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
プ
ト
ン
作splendid theatre 

『
オ
レ
ス
テ
イ
ア
』
二
〇
一
九
、
市
原
佐
都
子
作
・
演
出
『
バ
ッ
コ
ス
の

信
女
―
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
雌
』
二
〇
一
九
。

（
2
）	

欧
州
で
の
上
演
に
関
し
て
は
、
新
関
良
三
．「
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
・
ソ
ポ

ク
レ
ス
．
ギ
リ
シ
ャ
ロ
ー
マ
演
劇
史
二
」．
東
京
堂
，
一
九
五
七
．
が
詳

し
い
。

（
3
）	

北
野
雅
弘
．「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
―
現
代
の
上
演
の
研
究
」．
二
〇
〇
八
．�

p. 8.

参
照
。

（
4
）	A

rchive O
f Perform

ances O
f Greek &

 Rom
an D

ram
a

の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
参
照
。
二
〇
〇
〇
―
二
〇
二
〇
の
間
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い

作
品
も
数
多
く
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
5
）	Goldhill, Sim

on. H
ow

 to Stage G
reek T

ragedy T
oday. U

niv of 
Chicago Pr, 2007. pp. 146-150

（
6
）	

一
八
九
四
年
川
上
音
二
郎
『
又
々
意
外
（
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
の
翻
案
）』。

一
九
一
六
年
中
村
吉
蔵
脚
本
・
演
出 

芸
術
座
『
エ
ヂ
ポ
ス
王
』
小
笠
原

長
幹
伯
爵
邸
庭
園
・
新
富
座
。
一
九
三
三
年 

東
京
精
神
分
析
学
研
究
所

主
催 

松
井
松
翁
脚
本
・
演
出
『
エ
デ
ィ
ポ
ス
王
』
朝
日
講
堂
。

（
7
）	

筆
者
調
べ
。
日
本
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
上
演
史
の
先
行
研
究
三�

点
、
木
村
健
治
．「
日
本
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
演
劇
上
演
史
研

究
」．
二
〇
〇
五
．
北
野
雅
弘
．「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
―
現
代
の
上
演
の
研�

究
」．
二
〇
〇
八
．
西
村
賀
子
．「
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
演
劇
と
現
代
日�

本
」．『
文
学
』．
二
〇
一
四
．pp. 40-53.

に
加
え
て
、A

rchive O
f 

Perform
ances O

f Greek &
 Rom

an D
ram

a

（http://w
w

w
.

apgrd.ox.ac.uk/

）、
早
稲
田
大
学
演
劇
上
演
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（https://w
w

w
.w

aseda.jp/enpaku/db/

）
等
を
基
に
上
演
年
表
を
作
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成
。

（
8
）	
桜
井
万
里
子
．「
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
女
た
ち
―
ア
テ
ナ
イ
の
現
実
と
夢
」．

中
公
新
書
，
一
九
九
二
．

（
9
）	

桜
井
．
一
九
九
二
．
前
掲
書
．pp. 43-44. F.I.Zeitlin, T

he D
ynam

ics 
of M

isogyny in the O
resteia, W

om
en in the ancient W

orld: 
T

he A
rethusa Papers, pp.181-182

よ
り
桜
井
が
作
成
し
た
も
の
を

引
用
。

（
10
）	

橋
本
隆
夫
訳
．「
エ
ウ
メ
ニ
デ
ス
」『
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
全
集
Ⅰ
ア
イ
ス
キ
ュ

ロ
ス
』．
岩
波
書
店
，
一
九
九
〇
．p. 241

（
11
）	

三
枝
和
子
．「
男
た
ち
の
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
」．
福
武
書
店
，
一
九
九
〇
．

参
照

（
12
）	Case, Sue-Ellen. Fem

inism
 and T

heatre. Palgrave M
acm

illan, 
2008. pp. 12-15

（
13
）	Chioles, John. 

“The "O
resteia" and the A

vant-Garde: T
hree 

D
ecades of D

iscourse.

” Perform
ing A

rts Journal, V
ol. 15, N

o. 
3, Classics Contem

porary. 1993. p. 14.

（
14
）	

太
陽
劇
団
，
一
九
九
〇
．
ロ
バ
ー
ト
・
ア
イ
ク
作
・
演
出
版
，
二
〇
一
六
．

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
アCO

，
二
〇
一
九
．
等

（
15
）	

猿
轡
を
は
め
ら
れ
た
姿
ケ
イ
テ
ィ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
，
一
九
九
九
．
白
い

ワ
ン
ピ
ー
ス
姿 T
he Restless H

ouse, 

二
〇
一
六.

：H
oile, Christopher. 

O
resteia. Review

s 2000 Stage D
oor. 2000/4/18. http://w

w
w

.
stage-door.com

/T
heatre/2000/Entries/2000/4/18_O

resteia.
htm

l

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
／
八
／
一
四
）

（
16
）	The Restless H

ouse, 

二
〇
一
六. 

等

（
17
）	

ロ
バ
ー
ト
・
ア
イ
ク
，
二
〇
一
六
．T

he Restless H
ouse, 

二
〇
一
六. 

SPLEN
D

ID
 PRO

D
U

CT
IO

N
S, 

二
〇
一
九.

（
18
）	

グ
ロ
ー
ブ
座
，
二
〇
一
五
．
巨
大
な
黄
金
の
フ
ァ
ロ
ス
が
カ
ー
テ
ン
コ
ー

ル
で
登
場
し
、
出
演
者
が
紙
吹
雪
を
そ
れ
に
か
け
る
演
出
に
よ
っ
て
作

中
全
体
の
家
父
長
制
が
明
示
さ
れ
た
。

（
19
）	SPLEN

D
ID

 PRO
D

U
CT

IO
N

S, 

二
〇
一
九. 

オ
レ
ス
テ
ス
は
以
下
の

台
詞
を
繰
り
返
し
、
自
己
暗
示
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
。
“Man is 

strong, fight, lead, heared, don

’t share em
otion, don

’t read 
instruction

”

（
20
）	

山
形
治
江
．「
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
作
「
オ
レ
ス
テ
ィ
ア
三
部
作
」
と
現
代

ギ
リ
シ
ャ
―「
オ
レ
ス
テ
ィ
ア
事
件
」と
英
国
国
立
劇
場
の「
オ
レ
ス
テ
ィ

ア
」
公
演
」．『
演
劇
研
究
』（
一
六
），
一
九
九
二
．pp. 11-18.

（
21
）	「
一
九
六
三
年
一
月
に
「
津
演
劇
の
会
」
と
し
て
結
成
。
翌
年
現
在
の
「
劇

団
津
演
」
に
改
称
以
来
、
年
二
回
の
自
主
公
演
を
お
城
ホ
ー
ル
、
総
文

の
小
ホ
ー
ル
を
中
心
に
続
け
て
い
る
。」
三
重
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
．

三
重
の
文
化
団
体
．
劇
団
津
演
．（https://w

w
w

.bunka.pref.m
ie.

lg.jp/dantai/asp/detail.asp?record=163

）．（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇

二
〇
／
一
一
／
一
一
）

（
22
）	

橋
本
潤
子
氏
本
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り

（
23
）	

大
岡
淳
．「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
特
集
を
観
て
」．『
雑
誌
演
劇
人
』
二
〇
号
．

二
〇
〇
五
．

平
松
れ
い
子
氏
本
人
へ
の
メ
ー
ル
で
の
問
い
合
わ
せ
よ
り
。「
～
酷
い
主

張
で
す
よ
ね
。
し
か
し
二
五
〇
〇
年
以
上
前
の
フ
リ
ー
セ
ッ
ク
ス
の
時

代
に
於
い
て
は
、
そ
の
ぐ
ら
い
強
い
規
則
を
敷
か
な
け
れ
ば
家
族
の
シ

ス
テ
ム
と
し
て
統
制
出
来
な
か
っ
た
の
だ
と
、
理
解
し
ま
し
た
。」

（
24
）	『
ア
ト
レ
ウ
ス
』，
二
〇
一
七
．『
エ
レ
ク
ト
ラ
』，
二
〇
一
七
．『
オ
レ
ス
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テ
イ
ア
』，
二
〇
一
九
．

（
25
）	
北
村
紗
衣
．“と
に
か
く
好
み
で
な
く
て
つ
ま
ら
な
い
～
新
国
立
劇
場『
オ

レ
ス
テ
イ
ア
』（
ネ
タ
バ
レ
）．Com

m
entarius Saevus-hatena 

blog
．
二
〇
一
九
年
六
月
一
四
日
．<https://saebou.hatenablog.

com
/entry/2019/06/14/000000>

．

（
26
）	

北
村
紗
衣
．
“ギ
リ
シ
ア
悲
劇
を
手
際
よ
く
ま
と
め
て
い
る
が
、
最
後
は

疑
問
〜
鵜
山
仁
演
出
『
エ
レ
ク
ト
ラ
』．Com

m
entarius Saevus-

hatena blog.

”二
〇
一
七
年
四
月
一
九
日
．<https://saebou.

hatenablog.com
/entry/20170419/p1>

．

米
谷
郁
子
「
ど
ん
な
お
芝
居
も
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
難
し
い
け
れ
ど
、『
エ

レ
ク
ト
ラ
』
と
い
う
か
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
終
わ
り
方
っ
て
、
あ
ん
な
ベ

タ
なreproductive futurism

 

で
い
い
の
？
あ
れ
で
カ
タ
ル
シ
ス
を
感

じ
ら
れ
る
女
性
観
客
は
多
く
は
な
い
と
思
う
。
た
だ
、
俳
優
さ
ん
の
名

演
技
に
酔
う
三
時
間
だ
っ
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。」T

w
itter. 

二

〇
一
七
年
四
月
一
九
日
．（https://tw
itter.com

/ikom
etani/status/�

854451826917167104

）
中
西
恭
子
．「
昨
日
見
て
き
ま
し
た
。
す
ば
ら

し
い
演
技
に
酔
い
な
が
ら
も
最
後
が
ど
っ
ち
ら
け
、
あ
れ
だ
け
の
こ
と

を
し
た
人
が
理
想
の
母
親
の
よ
う
な
ア
テ
ナ
に
許
さ
れ
た
と
感
じ
て
国

母
願
望
を
抱
く
終
わ
り
方
が
謎
す
ぎ
で
す
。
こ
れ
は
も
し
か
し
て
笑
い

を
と
り
に
い
っ
て
い
る
の
か
と
う
が
っ
た
こ
と
を
考
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
演
技
が
す
ば
ら
し
い
だ
け
に
も
ん
や
り
し
ま
す
」T

w
itter

．
二
〇

一
七
年
四
月
二
二
日
（https://tw

itter.com
/m

m
ktn/status/�

855609716243783681

）

（
27
）	『
ア
ル
ゴ
ス
坂
の
白
い
家
』，
二
〇
〇
七
．『
エ
レ
ク
ト
ラ
』，
二
〇
一
七
．

『
オ
レ
ス
テ
イ
ア
』，
二
〇
一
九
．：
川
村
毅
．
ア
ル
ゴ
ス
坂
の
白
い
家
．

悲
劇
喜
劇
，
二
〇
〇
七
．pp. 104-158. 

平
川
大
作
訳
．
ロ
バ
ー
ト
・
ア

イ
ク
作
．
オ
レ
ス
テ
イ
ア
．
悲
劇
喜
劇
七
月
号
，
二
〇
一
九
．pp. 116-

181.

（
28
）	

平
松
，
二
〇
〇
五
．の
結
末
部
分
や
、
川
村
・
鵜
山
，『
ア
ル
ゴ
ス
坂
の

白
い
家
』，
二
〇
〇
七
．の
オ
レ
ス
テ
ス
が
女
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
男

ら
し
さ
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
の
逃
避
だ
と
答
え
て
い
る
部
分
で
、

男
性
中
心
社
会
・
家
父
長
制
が
少
し
示
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）	

観
世
寿
夫
の
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ
ス
ト
ラ
：
冥
の
会
『
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
』，

一
九
七
二
．
橋
本
潤
子
，
一
九
九
〇
．や
劇
団
ペ
ル
ソ
ナ
館
で
の
二
度
の

上
演
二
〇
〇
三
，
二
〇
一
二
で
も
女
性
の
み
の
上
演
や
、
男
女
を
逆
転

さ
せ
た
上
演
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
30
）	

ギ
リ
シ
ャ
劇
と
ネ
タ
バ
レ
の
難
し
さ
に
関
し
て
、
以
下
の
文
献
で
も
評

さ
れ
て
い
る
。
山
形
治
江
．「critic 

劇
評 

現
代
版
ギ
リ
シ
ャ
劇
と
演
出

の
難
し
さ
：
新
国
立
劇
場【
オ
レ
ス
テ
イ
ア
】 

清
流
劇
場【
ア
ル
ケ
ス
テ
ィ

ス
異
聞
】」．『
テ
ア
ト
ロ
』（
九
六
五
）．
二
〇
一
九
．pp. 70-73.

（
31
）	

桜
井
万
里
子
，
竹
村
和
子
，
水
田
宗
子
．「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
と<

女
性>

︱
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
撹
乱
し
、
越
境
す
る
人
物
た
ち
」．『
劇
場
文
化
』
二

〇
〇
五
．pp. 192-221. 

水
田
の
発
言p.208. 

ま
た
、
ク
リ
ュ
タ
イ
ム
ネ

ス
ト
ラ
が
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
を
殺
害
し
た
動
機
と
そ
の
矛
盾
に
関
し
て
は
、

川
村
・
鵜
山
仁
『
ア
ル
ゴ
ス
坂
の
白
い
家
』，
二
〇
〇
七
に
も
工
夫
が
見

ら
れ
る
。
山
形
治
江
．「
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
現
代
上
演
を
考
え
る
」．『
シ

ア
タ
ー
ア
ー
ツ
』．
二
〇
〇
七
．p. 14.

参
照

（
32
）	
ワ
ン
ピ
ー
ス
姿
：
ケ
イ
テ
ィ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
，
一
九
九
九
．
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
アCO

，
二
〇
一
九
．
ズ
ボ
ン
姿
：
ロ
バ
ー
ト
・
ア
イ
ク
，
二
〇
一

六
．
ギ
リ
シ
ャ
国
立
劇
場
，
二
〇
一
九
．
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